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 主 論 文 要 旨 No.1 
    
報告番号 甲 乙 第      号 氏 名 李 楊 
 
主 論 文 題 名： 
  
中国小売業の革新に関する実証研究－アパレル専門店を事例として－ 
 
 
（内容の要旨） 
本研究は，小売業革新研究の知見を援用し，中国小売業，特にアパレル専門店の発展を革新の過程として捉え，マ
クロ的に見た業態革新の規定要因とミクロ的に見たフォーマット革新の成果の規定要因を，それぞれ理論的・実証的
に明らかにすることを目的とする。以下の部分では，まず，中国小売業発展に関する既存研究が抱えている問題点，および筆
者が認識している問題意識を提示する。次に，研究方法，およびアパレル専門店を本研究の分析対象とする理由について，若干の説
明を行う。最後に，本研究における各章の概要について述べる。 
 
1. 既存研究の知見と本研究の問題意識 
 
中国小売業の発展特徴に対して，既存研究の認識はほぼ一致している。つまり中国小売業は，海外の先進的小売企業が長年蓄積し
てきた革新的知識や技術，経営手法などを模倣しながら短期間に急速な発展を成し遂げたということである。このような暗黙の仮定
のもとで，中国小売業の発展に関する研究，中国と先進国の間に存在する競争環境，消費者環境，技術環境，それに法的環境の異質
性について細かい要素を取り上げることによって，新しい小売技術，特にスーパーマーケット移転の困難性について検討を加えた。 
しかし，中国小売業の発展実態に照らし合わせて考えると，小売技術移転研究の知見に基づく既存研究の議論は，中国小売業の発
展の本質を十分に捉えることができなかった。具体的には，次の 2つの問題点が残された。まず，中国における新しい小売業態の生
成について，企業家的経営者が果たす役割は強調されてこなかった。また，新しい小売業態が生成した後，競争の激化に対応するた
めの内資系小売企業の差別化行動には，十分に分析の焦点が当てられてこなかった。 
既存研究の限界を克服するために，本研究では小売業態革新研究の知見を援用し，中国小売業の動態をアパレル専門店という特定
の小売業態を通して説明する。具体的に述べると，本研究は，①アパレル専門店が 1つの革新的小売業態として，なぜ中国において
生成したのか（研究課題1），②そしてアパレル専門店業態が定着した後，業態内の企業が他社との差別化のために行っている革新は
企業の財務的成果と非財務的成果にどのような影響をもたらしたのか（研究課題2）について，小売業態論と小売フォーマットの視点
から，理論的・実証的に説明することである。 
 
2. 研究方法と分析対象 
 
本研究は，単一の事例研究を実施する。その理由を具体的に述べると，まず本研究では，業態間の差別化をもたらす新たな業態の
創出というマクロ現象だけではなく，業態内での価値の差別化というミクロ現象も検討するため，特定の小売業態の経時的変遷への
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分析も必要となる。また既存研究を見ると，ほとんどの実証研究が，特定の小売業態を事例として，その業態の経時的な変遷とその
規定要因を検討している。 
しかし，事例研究，特に単一の事例研究に関して，研究対象としてどのような事例を選択するかは慎重に考えなければならない。
なぜなら，これは単一の事例からどのように一般化可能な推論を導き出すかという事例研究における根本的な問題に関わるためであ
る。本研究は，事例研究から得られた知見の一般化可能性を高めるため，事例の代表性と文脈条件の双方を考慮し，アパレル専門店
という特定の小売業態を分析対象とする。 
 
3. 本研究における各章の概要 
  
第 1章では，中国アパレル専門店の歴史（生成期と成長期）を振り返る。具体的には，中国アパレル専門店はどのような発展プロ
セスを歩んできたのか，またその発展特徴が何かについて，革新の視点から検討を加える。このことは本稿の 3つの実証研究の土台
にもなる。 
第 2章では，中国小売業の発展に関する研究の知見を概観する。その主な目的は，中国小売業の発展がどのように捉えられてきた
のかを中心に検討し，また既存研究にはどのような問題点があるのかについて提示することである。 
第1章の歴史的記述と第2章の既存研究のレビューの成果を踏まえ，第3章では，次の各章における実証研究の準備作業として，
本研究の分析計画について若干の説明を行う。具体的には，まず本研究における事例の設計に関して検討を加える。次に，主要な分
析手法である質的比較分析について説明を行う。 
以上を踏まえ，第4章～第6章では，中国アパレル専門店の発展を革新の過程として捉え，マクロ的な小売業態の視点とミクロ的
な小売フォーマットの視点を含めた包括的な分析枠組を用いて，業態革新の規定要因とフォーマット革新の成果の規定要因を，それ
ぞれ理論的・実証的に明らかにする。 
具体的に述べると，第4章（実証研究1）では，アパレル専門店が1つの革新的小売業態として，なぜ中国において生成したのかを
明らかにする。具体的には，第 4章は小売業態論で取り上げられている消費者要因，競争要因，技術要因，政治要因，経営者要因と
いう 5つの要因が中国アパレル専門店への業態革新にどのような影響をもたらしたのかについて，質的比較分析という手法を用いて
明らかにする。 
小売業の発展過程を検討する際には，業態革新のような画期的・非連続的な変化だけではなく，他社と差別化するための微小な改
善活動などの漸進的・連続的な変化も議論する必要がある。そのため，第5章（実証研究2）と第6章（実証研究3）では，中国アパ
レル専門店の成長期において，業態内の個別企業が行っている革新活動がどのような成果を生み出すのかについて検討を加える。 
具体的に述べると，まず第 5章では，小売フォーマット研究が提示するフロント・システムとバック・システムの構成要素，つま
り小売ミックス，サプライチェーン・マネジメント，店頭業務遂行技術，組織文化という 4つの要因が中国アパレル専門店の財務的
成果（総資本利益率）にどのような影響をもたらしたのかについて，第4章と同じ分析手法を用いて明らかにする。 
さらに革新を通じて，企業が好ましい財務的成果を生み出すことについては，理論的に妥当と考える一方，革新によってもたらさ
れる非財務的成果も考慮する必要がある。そのため第6章では，小売ミックス研究および消費者ロジスティクス理論の知見を踏まえ，
貯蔵，立地，コミュニケーション，支払という 4つの要因が中国アパレル専門店の非財務的成果（消費者満足）にどのような影響を
もたらしたのかについて，共分散構造分析と質的比較分析の2つの分析手法を用いて検討する。 
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以上 3つの実証研究を踏まえ，終章では，まず本研究の成果が中国小売業の発展に関する研究にもたらす貢献について述べる。ま
た，アパレル専門店を含め，中国小売企業が効果・効率的に革新活動を推進するための実務的示唆についても検討する。最後に，本
研究の限界，および今後の研究の展望を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
